











































人々がコレラで亡くなっています．明治 12 年の 1











た．その翌年の 1969 年に米国の Finkelstein 教授に
よって，コレラ毒素は分離・精製されたのです2）．ま














す．180 ml のコップ 1 杯の水に，ひとつまみの塩
と小さなスプーンですりきり一杯の砂糖を溶かすだ
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ホルモンの second messengerとして cyclic AMP が
話題になっていましたので，私は，免疫細胞でも，
抗原刺激の時に，cyclic AMP が second messenger
になっているのではないかと考えました．もし，そ




す7）．1972 年のことです．その 1 年前の 1971 年に，
ボストン近くのウッズホールでの日米コレラ会議





1972 年，米国側の Northrup 博士もコレラトキシン
がアジュバントになることを報告しました8）．私の
手元に残っている 1972 年の彼のプライベートな手



























































































































島 村 　忠 勝
180
人で，こちらは日本ですが，軍医さんの論文があっ




























































受けなくても死亡率は 40 ～ 60％でありました．1887







イギリスの人口は 1801 年の 1,050 万人から 1911 年
















































































10 年以上にわたり，学会発表 110 回，原著論文 47
編，著書 13 編，他の執筆 34 編，テレビ出演 47 回，
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